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箏
業
講
文
題
目

　
　
　
京
都
帝
臨
大
學
丈
學
都
背
選
科

　
　
　
　
　
暫
學
專
攻

ノ
ヴ
ァ
ー
η
ス
に
於
け
ろ
止
の
埋
解

先
験
論
哲
學
の
解
縄
墜
的
構
瀧

時
　
　
間
　
　
論

集
合
論
の
班
謂
『
矛
盾
』
に
就
て

　
　
　
　
　
循
環
論
法
の
吟
味

實
　
　
　
存

ヘ
ー
ゲ
ル
甥
恥
瀞
蔽
弧
醐
考

シ
ェ
博
ン
グ
に
於
け
ろ
構
想
力
の
問
題

臼
的
論
と
根
本
悪

カ
ン
ト
に
於
け
る
藝
．
衛
の
問
趨

ス
ビ
ノ
ー
ザ
の
暫
學
に
就
い
て

べ
〃
グ
ソ
ン
に
於
け
ろ
貞
山
の
閲
題

プ
ラ
｝
ン
哲
學
の
實
践
的
要
求

存
在
と
怨
惟

騨
に
つ
い
て

カ
ン
ト
に
於
嫉
ろ
實
践
自
由
の
主
醗

　
　
　
　
　
西
洋
哲
學
愛
專
攻

昭
和
九
年
一
月
提
出
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シ
ェ
リ
ン
グ
の
霞
由
論

噂
　
　
問
　
　
論

フ
ィ
ヒ
テ
の
超
灘
我

一
〇
四

　
　
　
　
　
印
度
哲
學
史
專
攻

毘
理
學
派
の
比
量
に
於
σ
る
困
及
似
因
に
就
い
て

藁
蟄
n
轡
教
に
於
け
る
不
動
明
王
考

初
期
善
賢
菩
薩
恐
想
管
見

　
　
　
　
　
支
那
哲
學
史
專
攻

締
袷
の
戯
會
的
考
察

支
那
古
代
音
樂
の
瀧
會
的
考
察

論
読
に
現
れ
れ
ろ
教
育
思
葱

　
　
　
　
　
心
理
學
専
攻

方
向
錯
蝿
の
研
究

ユ
ン
グ
の
類
型
．
論

翻
難
領
域
に
於
け
る
「
鰻
覗
し
蓮
動
現
象
に
つ
い
て

悲
し
み
の
夢
精
に
就
い
て
の
一
研
究

聡
空
粗
待
（
届
、
【
二
［
疑
㌘
g
）
　
に
就
て

性
瑚
に
糊
す
る
心
理
學
的
研
究

恐
怖
情
緒
の
騰
象
と
表
禺
に
就
て

ビ
ア
ツ
エ
の
免
童
鋳
究

瀧萌慕
　　　煉　野
澤

i・is

三松

　　榊尾中

後
　
介

敬
　
瑚

義
海

榮
　
昇

　
　
巽

大三入
　　　　涯
嶽上
　　　　田
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倫
理
學
專
攻

倫
理
と
法
に
於
け
る
人
爵
…

ト
ー
・
マ
ス
・
ヒ
ル
・
グ
号
ー
ン
に
〃
於
け
ろ

肖
意
識
の
概
念
に
就
い
て

フ
ェ
〃
ス
タ
ー
の
焼
避
徳
に
於
け
ろ
形
式
と
爵
由
に
就
て

「
死
」
に
つ
い
て

二
つ
ラ
イ
・
ハ
〃
ト
マ
ソ
に
於
け
ろ

「
人
の
自
由
し
に
就
い
て

悪
の
肖
田
と
法
則
の
甦
徳

王
陽
明
に
於
け
る
實
蹉
原
理
の
考
察

激
育
學
敷
授
法
専
攻

藝
備
敏
育

我
關
に
於
け
る
庶
民
教
育
「
心
學
」
の
本
質
に
つ
き
て

エ
ド
ゥ
ア
ツ
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
教
育
墨
の
墓
礎

勢
作
學
校
の
敏
育
的
醗
愈
的
意
義

教
育
禍
度
確
立
の
根
本
昇
等

ヰ
ル
ヘ
ツ
ム
・
フ
ナ
ン
●
フ
ン
㎡
〃
ト
に
於
け
る

入
間
學
の
立
場

教
育
活
動
の
本
質

教
育
に
於
け
ろ
原
理
と
方
法
の
問
題

　
…
一
特
に
そ
の
實
際
曲
聯
閣
に
就
き
て
；
ー

デ
ュ
ー
イ
に
於
け
る
敷
育
改
革
説

教
育
に
於
け
ろ
主
…
観
的
な
る
も
の
と
客
槻
愚
な
う
も
の

録

長
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寅
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中
村
慶
遣
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徳彦也正文

三
　
浦
　
贋
　
吉

永
　
杉
雲
輔

中
　
村

宏

西
　
亭
　
英
　
央

岡
　
碍
　
準
次

ナ
｝
シ
プ
敏
育
撃
の
理
解

後
宇
多
法
皇
御
遺
告
の
一
考
察

ナ
ト
レ
プ
の
教
育
思
想
に
於
け
る
教
育
學
の
根
本
闘
題

「
生
の
形
式
し
に
於
け
る
精
瀞
に
つ
い
て

美
學
美
術
史
專
攻

音
樂
に
於
け
る
形
式
の
問
題

近
代
建
築
の
考
察

種
肥
に
於
け
ろ
美
の
諸
型

美
的
舞
断
力
批
判
に
於
け
る
藝
術
の
問
題

エ
ミ
ー
ル
・
ウ
テ
ィ
ツ
に
於
け
る
美
的
な
う
も
の
と

藝
術
的
な
う
も
の宗
教
學
專
攻

宗
教
的
爵
発
に
就
て

パ
ウ
ル
に
於
け
る
曲

説
　
　
と
　
　
私

シ
ュ
ラ
イ
エ
〃
マ
ソ
ヒ
ェ
か
の
宗
教
思
葱

フ
ナ
イ
エ
ル
バ
ソ
バ
に
於
け
ろ
人
間
の
立
場

就
會
學
專
攻

競
争
の
研
究

融
會
形
態
に
就
い
て

農
村
融
愈
の
特
殊
研
究

一
〇
五

上寺田臨

原本島
　　　秀伸
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2　
　
マ
ソ
キ
ザ
ア
に
於
け
ろ
い
、
0
9
琵
葺
岳
…
曙
り
．
の
分
析
に
就
て

　
　
論
語
の
融
會
學
的
研
究

　
　
マ
ソ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
「
知
識
杜
會
學
の
諸
問
題
」

　
　
マ
ソ
キ
ヴ
ア
の
敢
會
進
化
に
就
い
て

　
　
ジ
ャ
ナ
リ
ズ
ム
　
一
そ
の
批
藍
汁
・
的
研
究
i

　
　
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
祉
會
學

　
　
輿
論
形
成
の
問
題

　
　
　
　
　
i
特
に
新
聞
紙
と
の
關
係
よ
り
見
開
る
ー
ー
…

　
　
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
砒
三
二
事
實
と
形
熊
學

田林奥腿大森森三
綱蕪庭碁’壽

哉耀作器正一曉恭

－
彙

報

　
　
　
　
　
西
田
名
轡
敷
授
特
別
講
義

西
聞
幾
多
郷
先
班
の
暫
學
特
珊
議
義
ほ
一
月
二
十
日
二
十
七
H
の
爾
日
法
學

部
第
五
教
室
に
於
て
行
に
れ
六
。

倫
理
學
讃
書
會

一
月
十
九
a
（
金
）
午
後
三
噂
牛
よ
り
第
｝
演
脅
室
に
於
て

　
　
ニ
ロ
ラ
イ
・
ハ
レ
ト
マ
ン
に
於
け
る
「
入
の
自
由
し
翌

美
　
學
．
會

一
月
二
十
閃
回
n
ロ
（
水
）
か
†
後
山
ハ
隣
門
牛
よ
り
樂
友
密
円
舘
一
卜
簡
於
て

田

全
磐

戸
衛
の
城
趾
牲

町
民
學
護
書
會

一
〇
六

紳
田
松
之
助
君

…
月
二
十
二
日
ハ
月
）
午
・
後
山
ハ
暗
小
†
よ
擁
職
聚
友
倉
番
昭
に
於
て

　
シ
エ
馨
ラ
蓄
の
風
化
甦
曾
學
に
．
就
い
て
　
　
　
　
　
　
森

下
　
眞
　
一
君

寄
　
贈
雑
誌

　
口
月
號
　
哲
學
雑
誌
、
丁
酉
倫
理
會
講
演
集
、
學
校
教
育
、
宗
教
硬
究
、

基
督
教
研
究
、
激
會
雄
徒
、
理
想
、
勢
作
町
育
研
究
、
儒
濃
教
育
、
奈
良
縣

敏
育
、
　
職
業
指
導
、
止
理
學
研
究
、
哲
學
改
造
、
呂
。


